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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線アクセスネットワーク（60）内の基地局（100）を動作させる方法であって、
　無線端末（200）へ送信される制御チャネル・シグナリングを使用して、前記無線端末
（200）に対して、それぞれ第１及び第２のアンテナポート（AP）設定によって第１及び
第２の制御チャネルセット（Set 1, Set 2）を設定するステップ（1701）と、
　前記第１のアンテナポート設定に従って、第１の基準信号を前記無線端末（200）へ送
信するステップ（1703）と、
　前記第２のアンテナポート設定に従って、第２の基準信号を前記無線端末（200）へ送
信するステップ（1703）と、を含み、
　前記第１の制御チャネルセットを設定することは、アンテナポートの第１のペアを定め
る前記第１のアンテナポート設定によって、第１の分散型制御チャネルセット（Set 1）
を設定することを含み、前記第２の制御チャネルセットを設定することは、アンテナポー
トの前記第１のペアと異なる、アンテナポートの第２のペアを定める前記第２のアンテナ
ポート設定によって、第２の分散型制御チャネルセット（Set 2）を設定することを含み
、
　前記第１及び第２の分散型制御チャネルセット（Set 1, Set 2）は、オーバラップして
いる、
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
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　アンテナポートの前記第１のペアは、第１及び第２のアンテナポート（AP 107, AP 109
）を含み、アンテナポートの前記第２のペアは、第３及び第４のアンテナポート（AP 108
, AP 110）を含み、前記第１、第２、第３及び第４のアンテナポートは、全て異なるアン
テナポートである、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の分散型制御チャネルセット（Set 1）は、第１の複数の物理リソースブロッ
クに分散しており、前記第２の分散型制御チャネルセット（Set 2）は、第２の複数の物
理リソースブロックに分散しており、前記第２の複数の物理リソースブロックの少なくと
も１つのリソースブロックは、前記第１の複数の物理リソースブロックの少なくとも１つ
のリソースブロックとオーバラップしている、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記無線端末（200）へ送信される制御チャネル・シグナリングを使用して、前記無線
端末（200）に対して、前記第１のアンテナポート設定によって第３の分散型制御チャネ
ルセット（Set 3）を設定するステップ（1701）であって、前記第１及び第３の分散型制
御チャネルセット（Set 1, Set 3）はオーバラップしておらず、かつ、前記第２及び第３
の分散型制御チャネルセット（Set 2, Set 3）はオーバラップしていない、前記ステップ
と、
　前記第１のアンテナポート設定に従って、第３の基準信号を前記無線端末（200）へ送
信するステップ（1703）と、
　を更に含むことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１及び第２の基準信号は、異なるリソースエレメントを使用して送信される、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の制御チャネルセット（Set 1）を設定することは、第１のアンテナポートを
定める前記第１のアンテナポート設定によって、第１の局所型制御チャネルセットを設定
することを含み、前記第２の制御チャネルセット（Set 2）を設定することは、前記第１
のアンテナポートと異なる第２のアンテナポートを定める前記第２のアンテナポート設定
によって、第２の局所型制御チャネルセットを設定することを含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１及び第２の局所型制御チャネルセット（Set 1, Set 2）は、少なくとも部分的
にオーバラップしている、
　ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１及び第２の局所型制御チャネルセット（Set 1, Set 2）は、単一の物理リソー
スブロック・ペアを使用する、
　ことを特徴とする請求項６または７に記載の方法。
【請求項９】
　無線アクセスネットワーク（60）と通信する無線端末（200）を動作させる方法であっ
て、
　前記無線アクセスネットワーク（60）から受信される制御チャネル・シグナリングに応
じて、前記無線端末（200）に対して、それぞれ第１及び第２のアンテナポート（AP）設
定によって第１及び第２の制御チャネルセット（Set 1, Set 2）を設定するステップ（18
01）と、
　前記第１のアンテナポート設定に従って、第１の基準信号を前記無線アクセスネットワ
ーク（60）から受信するステップ（1803）と、
　前記第２のアンテナポート設定に従って、第２の基準信号を前記無線アクセスネットワ
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ーク（60）から受信するステップ（1803）と、を含み、
　前記第１の制御チャネルセットを設定することは、アンテナポートの第１のペアを定め
る前記第１のアンテナポート設定によって、第１の分散型制御チャネルセット（Set 1）
を設定することを含み、前記第２の制御チャネルセットを設定することは、アンテナポー
トの前記第１のペアと異なる、アンテナポートの第２のペアを定める前記第２のアンテナ
ポート設定によって、第２の分散型制御チャネルセット（Set 2）を設定することを含み
、
　前記第１及び第２の分散型制御チャネルセット（Set 1, Set 2）は、オーバラップして
いる、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　アンテナポートの前記第１のペアは、第１及び第２のアンテナポート（AP 107, AP 109
）を含み、アンテナポートの前記第２のペアは、第３及び第４のアンテナポート（AP 108
, AP 110）を含み、前記第１、第２、第３及び第４のアンテナポートは、全て異なるアン
テナポートである、
　ことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の分散型制御チャネルセット（Set 1）は、第１の複数の物理リソースブロッ
クに分散しており、前記第２の分散型制御チャネルセット（Set 2）は、第２の複数の物
理リソースブロックに分散しており、前記第２の複数の物理リソースブロックの少なくと
も１つのリソースブロックは、前記第１の複数の物理リソースブロックの少なくとも１つ
のリソースブロックとオーバラップしている、
　ことを特徴とする請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記無線アクセスネットワーク（60）から受信される制御チャネル・シグナリングに応
じて、前記第１のアンテナポート設定によって第３の分散型制御チャネルセット（Set 3
）を設定するステップ（1801）であって、前記第１及び第３の分散型制御チャネルセット
（Set 1, Set 3）はオーバラップしておらず、かつ、前記第２及び第３の分散型制御チャ
ネルセット（Set 2, Set 3）はオーバラップしていない、前記ステップと、
　前記第１のアンテナポート設定に従って、第３の基準信号を前記無線アクセスネットワ
ーク（80）から受信するステップ（1803）と、
　を更に含むことを特徴とする請求項９から１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１及び第２の基準信号は、異なるリソースエレメントを使用して受信される、
　ことを特徴とする請求項９から１２のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連する出願
　本願は、２０１２年９月２８日に提出されたＵＳ仮出願No. 61/707,558からの優先権の
利益を主張し、その開示を本明細書において全体として援用する。
【０００２】
　本開示は、無線通信における制御チャネルセットのためのアンテナポート設定（config
urations）、及び関連する方法、基地局及び無線端末を対象としている。例えば、本明細
書に記載の実施形態は、Ｌ１制御シグナリング、ＥＰＤＣＣＨ（拡張物理下りリンク制御
チャネル、Enhanced Physical Downlink Control CHannel）、ＣＯＭＰ（協調マルチポイ
ント）、及び／またはヘテロジニアス・ネットワークに関連しうる。
【背景技術】
【０００３】
　ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１（ロング・ターム・エボリューション、リリース１１）では、新
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たな拡張下りリンクチャネル、ＥＰＤＣＣＨ（拡張物理下りリンク制御チャネル）が導入
されている。ＥＰＤＣＣＨは、ヘテロジニアス・ネットワーク・オペレーションのために
使用される可能性があり、当該オペレーションでは、大きなセル選択バイアスを有する（
無線端末またはユーザ装置ノードとも称される）ＵＥが、低電力ノード（例えば、ピコ基
地局）に接続されるとともに、低電力ノードにおけるＥＰＤＣＣＨ送信によって使用され
るリソース（即ち、ＰＲＢまたは物理リソースブロック・ペア）での共有データチャネル
の送信を高電力ノードが回避（または、低減した電力で送信）する、周波数領域セル間干
渉調整（ｆ－ＩＣＩＣ）によって、近くの高電力ノード（例えば、マクロ基地局）からの
強い干渉が低減／回避されうる。
【０００４】
　３ＧＰＰ（第３世代パートナシップ・プロジェクト）のロング・ターム・エボリューシ
ョン（ＬＴＥ）技術は、（ｅＮＢまたは拡張ノードＢと称される）基地局から（ユーザ装
置（ＵＥ）または無線端末と称される）移動局への送信が、直交周波数分割多重（ＯＦＤ
Ｍ）を用いて送り出される移動体ブロードバンド無線通信技術である。ＯＦＤＭは、信号
を、周波数における多数の並列サブキャリアに分割する。ＬＴＥにおける送信の基本単位
は、リソースブロック（ＲＢ）であり、その最も共通する構成は、１２個のサブキャリア
及び７個のＯＦＤＭシンボル（１スロット）を含む。１サブキャリア及び１ＯＦＤＭシン
ボルの単位は、図１に示すように、リソースエレメント（ＲＥ）と称される。
【０００５】
　このため、ＲＢ（リソースブロック）は、８４個のＲＥ（即ち、１２個のサブキャリア
のそれぞれについて７個のＯＦＤＭシンボルを有する）で構成されうる。ＬＴＥ無線サブ
フレームは、図２に示すように、システムの帯域幅を決定するＲＢ数を有する、周波数に
おける多数のリソースブロックと、時間における２個のスロットとで構成されうる。
【０００６】
　更に、時間で隣接するサブフレーム内の２つのＲＢは、ＲＢペア（リソースブロック・
ペア）と称されうる。
【０００７】
　時間領域では、ＬＴＥの下りリンク送信は、長さＴsubframe＝１ｍｓ（ミリ秒）の１０
個の等しいサイズのサブフレームで各無線フレームが構成される、１０ｍｓ（ミリ秒）の
無線フレームに構成されうる。
【０００８】
　ｅＮＢ（基地局またはマクロ基地局）によって下りリンク（ｅＮＢからＵＥへの送信を
搬送するリンク）サブフレームで送信される信号は、複数のアンテナから送信されてもよ
く、当該信号は、複数のアンテナを有するＵＥにおいて受信されてもよい。無線チャネル
は、複数のアンテナポートから送信された信号を歪ませうる。下りリンクのあらゆる送信
を復調するために、ＵＥは、下りリンクで送信される基準シンボル（ＲＳ）に依存しうる
。これらの基準シンボル及び時間‐周波数グリッドにおけるそれらの位置は、ＵＥには既
知であり、それ故に、それらのシンボルに対する無線チャネルの作用を測定することでチ
ャネル推定値を判定するために使用可能である。
【０００９】
　ＬＴＥにおける拡張制御シグナリング
　無線リンクを介してＵＥまたは無線端末へ送信されるメッセージは、概して、制御メッ
セージまたはデータメッセージに分類可能である。制御メッセージは、システムの適切な
動作と、当該システム内の各ＵＥの適切な動作とを促進するために使用される。制御メッ
セージは、例えば、ＵＥからの送信電力、ＵＥによってデータが受信される、及び／また
はＵＥからデータが送信される範囲内のＲＢについてのシグナリングといった機能を制御
するためのコマンドを含みうる。
【００１０】
　Ｒｅｌ－８（リリース８）では、図２で上記に示すように、設定に依存して、サブフレ
ーム内の最初の１から４つのＯＦＤＭシンボルが、そのような制御情報を提供するために
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確保される。更に、Ｒｅｌ－１１（リリース１１）では、ＥＰＤＣＣＨ送信を排他的に含
むためにＰＲＢ（物理リソースブロック）ペアが確保される拡張制御チャネルが導入され
（ＥＰＤＣＣＨ）、ただし図３に示すように、Ｒｅｌ－１１よりも前のリリースのＵＥへ
の制御信号を含みうる最初の１から４つのシンボルは、当該ＰＲＢペアから除かれる。
【００１１】
　図３は、１０個のＲＢペアと、それぞれサイズが１ＰＲＢペアの、３個のＥＰＤＣＣＨ
領域（即ち、下部、中央部及び上部の、より暗く陰影が付けられた領域）とを示す、下り
リンク・サブフレームを図示している。残りのＰＲＢペアは、ＰＤＳＣＨ送信のために使
用することができる。
【００１２】
　このため、ＰＤＳＣＨ（物理下りリンク共有チャネル）送信と時間多重されるＰＤＣＣ
Ｈ（物理下りリンク制御チャネル）とは対照的に、ＥＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨ送信と周
波数多重される。なお、ＰＲＢペアの内部におけるＰＤＳＣＨと任意のＥＰＤＣＣＨ送信
との多重化は、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１ではサポートされていない。
【００１３】
　更に、ＥＰＤＣＣＨ送信の２つのモード、局所型（localized）ＥＰＤＣＣＨと分散型
（distributed）ＥＰＤＣＣＨ送信とがサポートされうる。分散型送信では、ＥＰＤＣＣ
Ｈは、最大で（変数Ｎによっても表される）Ｄ個のＰＲＢペアのリソースエレメントにマ
ッピングされ、Ｄ＝２，４または８である（Ｄ＝１６の値も３ＧＰＰで検討されている）
。このようにして、図４に示すように、ＥＰＤＣＣＨメッセージに対して周波数ダイバー
シチを実現することができる。
【００１４】
　図４では、下りリンク・サブフレームは、分散型送信及び周波数ダイバーシチを提供す
るために（ＰＲＢペアとして知られている）拡張制御領域のうちの複数にマッピングされ
るＥＰＤＣＣＨに属する、４つの部分または拡張リソースエレメント・グループ（ｅＲＥ
Ｇ：enhanced resource element group）を示している。
【００１５】
　局所型送信では、スペースが許容される場合（これは、アグリゲーションレベル１及び
２に対して、及び、更にレベル４についての通常のサブフレームと通常のＣＰまたはサイ
クリックプレフィックス長に対して、常に可能である）、ＥＰＤＣＣＨは、１つのＰＲＢ
ペアのみにマッピングされる。ＥＰＤＣＣＨのアグリゲーションレベルが大きすぎる場合
には、ＥＰＤＣＣＨに属する全てのｅＣＣＥ（拡張制御チャネルエレメント）がマッピン
グされるまで、より多くのＰＲＢペアを使用して、２番目のＰＲＢペア等が同様に使用さ
れうる。１つのＰＲＢペアに収まるｅＣＣＥの数は、局所型送信を図示している図５によ
って与えられる。
【００１６】
　図５では、下りリンク・サブフレームは、局所型送信を実現するために、ＥＰＤＣＣＨ
に属する４つのｅＣＣＥが、複数の拡張制御領域のうちの１つにマッピングされているこ
とを示している。
【００１７】
　物理リソースへのｅＣＣＥのマッピングを容易にするために、各ＰＲＢペアは、１６個
の拡張リソースエレメント・グループ（ｅＲＥＧ）に分割され、各ｅＣＣＥは、それぞれ
通常のまたは拡張されたサイクリックプレフィクスに対応するＬ＝４またはＬ＝８個のｅ
ＲＥＧに分割される。その結果として、ＥＰＤＣＣＨは、アグリゲーションレベルに依存
して、４または８個のｅＲＥＧのうちの複数にマッピングされる。
【００１８】
　ＥＤＰＣＣＨに属しているｅＲＥＧは、（局所型送信において典型的でありうるような
）単一のＰＲＢペアか、または（分散型送信において典型的でありうるような）複数のＰ
ＲＢペアに存在する。複数のｅＲＥＧへのＰＲＢペアの厳密な分割は、３ＧＰＰにおいて
未だ決定されていない。複数のｅＲＥＧへのＰＲＢペアの分割の一例が、図６に図示され
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ている。更に、Ｌ＝４またはＬ＝８個のｅＲＥＧをそれぞれｅＣＣＥにどのようにグルー
プ化するのかについて、３ＧＰＰでは合意されていない。ＥＰＤＣＣＨメッセージの符号
化及び変調されたシンボルを、関連するｅＲＥＧによって確保されたリソース内のＲＥに
対してどのようにマッピングするのかについても未解決の問題である。
【００１９】
　図６は、通常のサブフレームにおける通常のサイクリックプレフィックス設定のＰＲＢ
ペアを示している。各タイルはリソースエレメントであり、数字は、当該リソースエレメ
ントがグループ化されているｅＲＥＧに対応する。より明るい陰影付けが行われたＲＥは
、０を用いてインデックスされた同一のｅＲＥＧに属するＲＥに対応する。
【００２０】
　ＥＰＤＣＣＨリソースの割り当て
　ＥＰＤＣＣＨリソースは、ＥＰＤＣＣＨセットを単位としてＵＥ固有に設定される。Ｅ
ＰＤＣＣＨセットは、１６Ｎ／Ｌ個のｅＣＣＥを含む、（変数Ｄによっても表される）Ｎ
個のＰＲＢペアのコレクションであり、Ｎ＝２，４，８の、可能性のある値が合意されて
いる。ＵＥには、Ｋ個のセットが同時に設定されうるとともに、値Ｎは、Ｋ個のセットの
それぞれについて異なりうる。可能性のあるＫの最大値は、３ＧＰＰでは未だ決められて
いないが、典型的な値はＫ＝２である。また、各セットは、局所型タイプまたは分散型タ
イプとなるように設定される。例えば、ＵＥは、Ｋ＝２、Ｎ1＝４及びＮ2＝８が設定され
、第１のセットが局所型送信に使用され、第２のセットが分散型送信に使用される。ブラ
インド復号の総数（上りリンクＭＩＭＯが設定されていない場合には３２）は、Ｋ個のセ
ット間で分割される。この分割をどのように行うのかについては３ＧＰＰで未だ決定され
ていないが、１つの可能性のある解決策は、セット間で可能な限り均等に分割することで
ある。それ故に、ＵＥは、ＥＰＤＣＣＨセットｉにおいてＢi個のＥＰＤＣＣＨ候補をモ
ニタリングする。図７には、それぞれＮ＝４個のＰＲＢペアを有するＫ＝３個のセットの
場合についての例が示されている。
【００２１】
　図７は、セットの数がＲＢＧサイズと等しい場合のセット及びクラスタ（Cluster）の
定義を示している。本例におけるクラスタごとのＲＢＧの数は、セットごとの４つのＰＲ
Ｂペアに対応する４に設定されている。分散型ＥＰＤＣＣＨ送信は、１つのセット内にマ
ッピングされる。
【００２２】
　ＥＰＤＣＣＨのＲＥへのマッピング
　各ＥＰＤＣＣＨは、ＡＬ（アグリゲーションレベル）個のｅＣＣＥで構成され、ＡＬは
、メッセージのアグリゲーションレベルである。各ｅＣＣＥは、同様に、Ｌ個のｅＲＥＧ
で構成され、Ｌ＝４またはＬ＝８である。ｅＲＥＧは、３ＧＰＰ仕様ＴＳ　３６．２１１
で定義されるＲＥのグループである。各ＰＲＢペアには、１６個のｅＲＥＧが存在する。
ＥＰＤＣＣＨが、他の信号（例えば、自セルＣＲＳまたは自セル・レガシー制御領域）と
マッピングで衝突する場合、当該他の信号が優先され、ＥＰＤＣＣＨは、それらの占有さ
れたＲＥを避けてマッピングされ、コード・チェイン・レート・マッチング（code chain
 rate matching）が適用される。これは、ｅＲＥＧごとの使用可能なＲＥの有効数は、通
常、９ＲＥよりも少ないものの、衝突する信号を避けてマッピングされるために、復号で
導入されるそれらの衝突する信号からの干渉が無い／ほとんど無いであろう、ということ
を意味する。
【００２３】
　ＥＰＤＣＣＨ用のＤＭＲＳ
　３ＧＰＰ　ＲＡＮ　ＷＧ１では、図８に例として示されるように、仕様によって、局所
型ＥＰＤＣＣＨセットのＰＲＢペアにおける各ｅＣＣＥが、ＤＭＲＳ（復調基準信号）ア
ンテナポート（またはＡＰ）と関連付けられることが合意されている。更に、ＥＰＤＣＣ
Ｈメッセージが、ＰＲＢペアの２つ以上のｅＣＣＥを占有する場合（即ち、局所型ＥＰＤ
ＣＣＨメッセージのより高いアグリゲーションレベルに対応）、関連付けられたポートの
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うちの１つが、その復調のために使用されることが合意されている。使用すべきポートは
、例えば、ＲＮＴＩ（無線ネットワーク一時識別子）によって黙示的に決定されてもよい
し、ＲＲＣによって設定されてもよい。
【００２４】
　図８は、局所型ＥＰＤＣＣＨセット内のＰＲＢペアについての、ｅＣＣＥとＤＭＲＳポ
ートの関連付けの例を示している。
【００２５】
　分散型送信については、空間ダイバーシチを実現するために２つのＤＭＲＳポートを使
用することが合意されており、図９には例が示されている。使用されるｅＲＥＧの各ＲＥ
は、ＥＰＤＣＣＨ送信の空間ダイバーシチを提供するために、２つのアンテナポートのい
ずれかに対して交互にマッピングされる。
【００２６】
　図９は、分散型ＥＰＤＣＣＨセット内のＰＲＢペアについてのアンテナポートの関連付
けの例を示している。
【００２７】
　ＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳ用に対して使用されるのと同一のスクランブリング系列生成器が
、ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳに対して使用されることも合意されている。次式によって生成
器が初期化されることがワーキング中の仮定である。
　ｃinit＝([ｎs/２]＋１)・(２Ｘ＋１)・２16＋ｎSCID

ここで、ｎsは、無線フレーム内のスロット番号である。Ｘ及びｎSCIDの値は、未だ決定
されていない。異なる方法でこの生成器を初期化することによって、干渉する複数の無線
リソースで（例えば、隣接するセルで）同一のＤＭＲＳポートが送信される場合に干渉の
観点から望ましい、異なる複数の擬似ランダム系列が得られる。干渉する系列のランダム
性（randomness）は、チャネル推定プロセスにおいて推定値をフィルタリングまたは平均
化することによる干渉抑圧を可能にする。この初期化について設定は、未だ決定されてい
ない。
【００２８】
　ヘテロジニアス・ネットワーク用の拡張制御シグナリング
　同一の拡張制御領域（例えば、図５を参照。）が、セル内部の、または互いにそれほど
干渉することがない異なるセルに属する、異なる複数の送信ポイントで使用されうる。こ
のような配置レイヤ間干渉（inter-deployment-layer interference）は、拡張セル間干
渉調整（ｅＩＣＩＣ）等の種々の干渉調整技術によって、またはＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１で
導入された協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）オペレーションによって低減されうる。
【００２９】
　低電力ノードのＵＥピックアップ・エリア（即ち、ＵＥが、高電力マクロノードまたは
マクロ基地局ではなく、ピコノードまたはピコ基地局に接続するであろうエリア）を増大
するために、マクロ基地局からの受信電力が、設定されたＣＲＥマージンだけ低電力ノー
ドからの受信電力を上回らない限り、ＵＥが、マクロレイヤへのハンドオーバ（ピコ基地
局からマクロ基地局への通信の切り替え）を行わないようにする、セルレンジ拡張（ＣＲ
Ｅ）が、有力なツールとなりうる。これにより、低電力ノードの「カバレッジエリア」が
事実上、増大する。しかし、いわゆるセルレンジ拡張エリア（即ち、ＵＥが低電力ノード
に接続するものの、マクロ基地局がより強い電力で受信されるエリア）内のＵＥについて
は、ネットワークがこれらのＵＥと通信するサブフレームにおける干渉信号を、マクロノ
ードが低減／最小化することが、有益／必須である可能性がある。
【００３０】
　本セクションに記載のアプローチは、追求可能ではあったが、必ずしもこれまでに着想
または追求されてきたアプローチではない。したがって、本明細書で特記がない限り、本
セクションに記載のアプローチは、本願の特許請求の範囲に対する先行技術ではなく、本
セクションに含めることで先行技術と認めたわけではない。
【発明の概要】
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【００３１】
　いくつかの実施形態によれば、無線アクセスネットワーク内の基地局を動作させる方法
は、無線端末へ送信される制御チャネル・シグナリングを使用して、無線端末に対して、
それぞれ第１及び第２のアンテナポート（ＡＰ）設定によって第１及び第２の制御チャネ
ルセットを設定するステップを含む。第１の基準信号は、第１のアンテナポート設定に従
って、無線端末へ送信される。第２の基準信号は、第２のアンテナポート設定に従って、
無線端末へ送信される。例えば、第１及び第２の基準信号は、異なるリソースエレメント
を使用して送信されてもよい。また、第１の制御チャネルメッセージが、第１の制御チャ
ネルセットを使用して無線端末へ送信されてもよいし、第２の制御チャネルメッセージが
、第２の制御チャネルセットを使用して無線端末へ送信されてもよい。
【００３２】
　上述のように制御チャネルセットを基準信号に対して設定することによって、例えば、
オーバラップする無線リソースが複数の制御チャネルセットに設定される場合に、基準信
号との干渉が低減され、及び／または、チャネル推定が改善されうる。
【００３３】
　第１及び第２の基準信号は、第１及び第２の復調基準信号（ＤＭＲＳ）であってもよく
、制御シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングであってもよく、及び
／または、第１及び第２の制御チャネルセットはそれぞれ、第１及び第２の拡張物理下り
リンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）セット等の第１及び第２の拡張制御チャネルセット
であってもよい。
【００３４】
　第１の制御チャネルセットを設定することは、アンテナポートの第１のペアを定める第
１のアンテナポート設定によって、第１の分散型制御チャネルセットを設定することを含
んでもよく、第２の制御チャネルセットを設定することは、アンテナポートの第１のペア
と異なる、アンテナポートの第２のペアを定める第２のアンテナポート設定によって、第
２の分散型制御チャネルセットを設定することを含んでもよい。また、第１及び第２の分
散型制御チャネルセットは、オーバラップしてもよい。
【００３５】
　アンテナポートの第１のペアは、第１及び第２のアンテナポートを含んでもよく、アン
テナポートの第２のペアは、第３及び第４のアンテナポートを含んでもよく、第１、第２
、第３及び第４のアンテナポートは、全て異なるアンテナポートであってもよい。
【００３６】
　第１の分散型制御チャネルセットは、第１の複数の物理リソースブロックに分散しても
よく、第２の分散型制御チャネルセットは、第２の複数の物理リソースブロックに分散し
てもよく、第２の複数の物理リソースブロックの少なくとも１つのリソースブロックは、
第１の複数の物理リソースブロックの少なくとも１つのリソースブロックとオーバラップ
してもよい。
【００３７】
　また、無線端末へ送信される制御チャネル・シグナリングを使用して、無線端末に対し
て、第１のアンテナポート設定によって第３の分散型制御チャネルセットが設定されても
よく、その場合に、第１及び第３の分散型制御チャネルセットはオーバラップしていなく
てよく、第２及び第３の分散型制御チャネルセットはオーバラップしていなくてよい。そ
れに応じて、第１のアンテナポート設定に従って、第３の基準信号が無線端末へ送信され
てもよい。
【００３８】
　第１の制御チャネルセットを設定することは、第１のアンテナポートを定める第１のア
ンテナポート設定によって、第１の局所型制御チャネルセットを設定することを含んでも
よく、第２の制御チャネルセットを設定することは、第１のアンテナポートと異なる第２
のアンテナポートを定める第２のアンテナポート設定によって、第２の局所型制御チャネ
ルセットを設定することを含んでもよい。第１及び第２の局所型制御チャネルセットは、
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少なくとも部分的にオーバラップしてもよく、及び／または、第１及び第２の局所型制御
チャネルセットは、単一の物理リソースブロック・ペアを使用してもよい。第１の局所型
制御チャネルセットは、物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアの第１及び第２の制御チャ
ネルエレメントを使用してもよく、第２の局所型制御チャネルセットは、物理リソースブ
ロック（ＰＲＢ）ペアの第１及び第２の制御チャネルエレメントを使用してもよい。
【００３９】
　いくつかの他の実施形態によれば、無線アクセスネットワークと通信する無線端末を動
作させる方法は、無線アクセスネットワークから受信される制御チャネル・シグナリング
に応じて、無線端末に対して、それぞれ第１及び第２のアンテナポート設定によって第１
及び第２の制御チャネルセットを設定するステップを含む。例えば、第１及び第２の基準
信号は、異なるリソースエレメントを使用して受信されてもよい。第１のアンテナポート
設定に従って、第１の基準信号が無線アクセスネットワークから受信され、第２のアンテ
ナポート設定に従って、第２の基準信号が無線アクセスネットワークから受信される。ま
た、第１の制御チャネルメッセージが、第１の制御チャネルセットを使用して無線アクセ
スネットワークから受信されてもよいし、第２の制御チャネルメッセージが、第２の制御
チャネルセットを使用して無線アクセスネットワークから受信されてもよい。
【００４０】
　第１及び第２の基準信号は、第１及び第２の復調基準信号（ＤＭＲＳ）であってもよく
、制御シグナリングは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングであってもよく、及び
／または、第１及び第２の制御チャネルセットはそれぞれ、第１及び第２の拡張物理下り
リンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）セット等の第１及び第２の拡張制御チャネルセット
であってもよい。
【００４１】
　第１の制御チャネルセットを設定することは、アンテナポートの第１のペアを定める第
１のアンテナポート設定によって、第１の分散型制御チャネルセットを設定することを含
んでもよく、第２の制御チャネルセットを設定することは、アンテナポートの第１のペア
と異なる、アンテナポートの第２のペアを定める第２のアンテナポート設定によって、第
２の分散型制御チャネルセットを設定することを含んでもよい。また、第１及び第２の分
散型制御チャネルセットは、オーバラップしてもよい。
【００４２】
　アンテナポートの第１のペアは、第１及び第２のアンテナポートを含んでもよく、アン
テナポートの第２のペアは、第３及び第４のアンテナポートを含んでもよく、第１、第２
、第３及び第４のアンテナポートは、全て異なるアンテナポートであってもよい。
【００４３】
　第１の分散型制御チャネルセットは、第１の複数の物理リソースブロックに分散しても
よく、第２の分散型制御チャネルセットは、第２の複数の物理リソースブロックに分散し
てもよく、第２の複数の物理リソースブロックの少なくとも１つのリソースブロックは、
第１の複数の物理リソースブロックの少なくとも１つのリソースブロックとオーバラップ
してもよい。
【００４４】
　無線アクセスネットワークから受信される制御チャネル・シグナリングに応じて、第１
のアンテナポート設定によって第３の分散型制御チャネルセットが設定されてもよく、そ
の場合に、第１及び第３の分散型制御チャネルセットはオーバラップしていなくてよく、
第２及び第３の分散型制御チャネルセットはオーバラップしていなくてよい。第１のアン
テナポート設定に従って、第３の基準信号が無線アクセスネットワークから受信されても
よい。
【００４５】
　第１の制御チャネルセットを設定することは、第１のアンテナポートを定める第１のア
ンテナポート設定によって、第１の局所型制御チャネルセットを設定することを含んでも
よく、第２の制御チャネルセットを設定することは、第１のアンテナポートと異なる第２
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のアンテナポートを定める第２のアンテナポート設定によって、第２の局所型制御チャネ
ルセットを設定することを含んでもよい。
【００４６】
　第１及び第２の局所型制御チャネルセットは、少なくとも部分的にオーバラップしても
よく、及び／または、第１及び第２の局所型制御チャネルセットは、単一の物理リソース
ブロック・ペアを使用してもよい。また、第１の局所型制御チャネルセットは、物理リソ
ースブロック（ＰＲＢ）ペアの第１及び第２の制御チャネルエレメントを使用してもよく
、第２の局所型制御チャネルセットは、物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアの第１及び
第２の制御チャネルエレメントを使用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
　本開示の更なる理解をもたらすために含まれ、本願の一部を構成する添付図面は、発明
概念についての特定の（複数の）非限定的な実施形態を示している。
【００４８】
【図１】図１は、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）下りリンク物理リソース
ブロックを示す図である。
【図２】図２は、ＬＴＥ下りリンク・サブフレームを示す図である。
【図３】図３は、１０個のＲＢペアと、それぞれサイズが１ＰＲＢペアの、３個のＥＰＤ
ＣＣＨ領域（即ち、下部、中央部及び上部の、より暗く陰影が付けられた領域）とを有す
る下りリンク・サブフレームを示す図であり、残りのＰＲＢペアは、ＰＤＳＣＨ送信のた
めに使用可能である。
【図４】図４は、分散型送信及び周波数ダイバーシチを提供するために（ＰＲＢペアとし
て知られている）拡張制御領域のうちの複数にマッピングされるＥＰＤＣＣＨに属する４
つの部分（拡張リソースエレメント・グループまたはｅＲＥＧ）を有する下りリンク・サ
ブフレームを示す図である。
【図５】図５は、局所型送信を実現するために、ＥＰＤＣＣＨに属する４つのｅＣＣＥが
、複数の拡張制御領域のうちの１つにマッピングされている下りリンク・サブフレームを
示す図である。
【図６】図６は、通常のサブフレームにおける通常のサイクリックプレフィックス設定の
ＰＲＢペアを示す図であり、各タイルは、リソースエレメントがグループ化されているｅ
ＲＥＧに対応する数字を有するリソースエレメントであり、より明るい陰影付けが行われ
たＲＥは、０を用いてインデックスされた同一のｅＲＥＧに属するＲＥに対応する。
【図７】図７は、セットの数がＲＢＧサイズと等しい場合のセット及びクラスタの定義を
示す図であり、図７の例におけるクラスタごとのＲＢＧの数は、セットごとの４つのＰＲ
Ｂペアに対応する４に設定されており、分散型ＥＰＤＣＣＨ送信は、１つのセット内にマ
ッピングされる。
【図８】図８は、局所型ＥＰＤＣＣＨセット内のＰＲＢペアについての、ｅＣＣＥとＤＭ
ＲＳポートの関連付けの例を示す図である。
【図９】図９は、分散型ＥＰＤＣＣＨセット内のＰＲＢペアについてのアンテナポートの
関連付けの例を示す図である。
【図１０】図１０は、チャネル推定を改善するために、それぞれのセットにおいて異なる
ＤＭＲＳペアが設定された、オーバラップするように設定された２つのセットを示す図で
ある。
【図１１】図１１（ａ）、図１１（ｂ）、図１１（ｃ）及び図１１（ｄ）は、ＰＲＢペア
の局所型ＥＰＤＣＣＨ候補、及び（複数の）ＤＭＲＳ（復調基準信号）ポートへの関連付
けの例を示す図であり、各ＰＲＢペアは、４つのｅＣＣＥ（拡張制御チャネルエレメント
）及び４つのＡＰ（アンテナポート）を有する。
【図１２】図１２は、いくつかの実施形態に係る、無線通信ネットワークのエレメントを
示すブロック図である。
【図１３】、
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【図１４】、
【図１５】図１３、図１４及び図１５は、いくつかの実施形態に係る、無線端末、マクロ
基地局、及びピコ／スモール基地局をそれぞれ示すブロック図である。
【図１６】図１６は、図１２の基地局及び無線端末を示す概略図である。
【図１７】、
【図１８】図１７及び図１８は、いくつかの実施形態に係る、基地局及び無線端末の動作
をそれぞれ示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　次に、以下では発明概念の実施形態の例が示された添付図面を参照して、発明概念につ
いてより十分に説明する。しかし、発明概念は、種々の形態で実施可能であり、本明細書
で説明する実施形態に限定されるものと解釈されてはならない。むしろ、それらの実施形
態は、本開示が詳細かつ完全となるように提供されるとともに、本発明概念の範囲を当業
者に十分に伝えるであろう。また、それらの実施形態は、相互に排他的ではないことに留
意されたい。１つの実施形態からの構成要素は、他の実施形態に存在または使用されるも
のと暗黙のうちに見なされうる。
【００５０】
　本明細書で開示する実施形態は、例えば、異なるノードから、干渉する無線リソースで
送信されるＤＭＲＳ間で、またはＭＵ－ＭＩＭＯ（マルチユーザＭＩＭＯ）法における同
一のノード間で、干渉を調整するための方法、構成／デバイス、及び／または手段を提供
しうる。本明細書で開示する実施形態は、直交するＤＭＲＳポートを使用して、同一のノ
ードから同一の無線リソースで複数のＥＰＤＣＣＨメッセージを送信するための解決策も
提供しうる。
【００５１】
　第１の実施形態
　分散型ＥＰＤＣＣＨセットのそれぞれには、ＵＥまたは無線端末に対するＲＲＣ（無線
リソース制御）シグナリングによって、サーチスペース（search space）候補の復調用に
使用するためのＤＭＲＳポート・ペアが個別に設定される。オーバラップする（overlapp
ing）セットにおいて直交するＤＭＲＳを設定することによって、チャネル推定性能が改
善されうる。図１０では、例えば、（複数の）復調基準として使用されるように、Ｓｅｔ
１及びＳｅｔ２の両方には、同一かつオーバラップするＰＲＢペアが設定されるが、Ｓｅ
ｔ１には、ＡＰ１０７＋１０９が設定される一方で、Ｓｅｔ２には、ＡＰ１０８＋１１０
が設定される。それ故に、セットがオーバラップしているという事実にもかかわらず、直
交する基準信号が提供され、それにより、チャネル推定性能が改善されうるとともに、Ｅ
ＰＤＣＣＨのマルチレイヤ送信の使用が可能になりうる。合計３セットを用いる本例では
、Ｓｅｔ３は他のＥＰＤＣＣＨセットとオーバラップしていないため、Ｓｅｔ３には、チ
ャネル推定の劣化なしで、４つのポートから選択された任意のＡＰ（アンテナポート）ペ
アが設定されうる。
【００５２】
　図１０は、オーバラップするように設定された２つのセットの例を示している。同図の
ように、チャネル推定を改善するために、それぞれのセットにおいて異なるＤＭＲＳペア
が設定されうる。
【００５３】
　第２の実施形態
　局所型ＥＰＤＣＣＨセットのそれぞれには、ＵＥ（無線端末）固有のＲＲＣシグナリン
グによって、図１１（ａ）、図１１（ｂ）、図１１（ｃ）及び図１１（ｄ）に例として示
されるように、アンテナポート選択が不確定（ambiguity）の場合の復調に使用するため
のアンテナポートが個別に設定される。図１１（ａ）では、各ＥＰＤＣＣＨ候補が１つの
ｅＣＣＥのみを占有する場合、ＤＭＲＳの関連付けが仕様によって決定される（ｅＣＣＥ
‐ＡＰマッピングルール）。図１１（ｂ）では、１つのＥＰＤＣＣＨ候補が２つのｅＣＣ
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Ｅを占有し（アグリゲーションレベル２）、２つの可能性のあるＡＰ（ｅＣＣＥ‐ＡＰマ
ッピングルールによって関連付けられる２つのＡＰ）のうちの１つが、送信の実行時にｅ
ＮＢによって、及び復調の実行時にＵＥによって、選択されうる／選択されなければなら
ない。本実施形態では、不確定の場合にいずれのＡＰを使用するかの選択は、ＥＰＤＣＣ
Ｈセットに依存する。当該選択は、高レイヤによってＵＥに対して設定され（例えば、Ｒ
ＲＣ、ＥＰＤＣＣＨセットごと）、あるいは、セット依存の選択が、暗黙的に行われ、例
えば、ＥＰＤＣＣＨセットＩＤ、インデックス、またはセット順序番号（set order numb
er）によって行われる。
【００５４】
　当該選択をＥＰＤＣＣＨセットに依存させることによって、２つの異なるＥＰＤＣＣＨ
セットに属する２つのオーバラップするＥＰＤＣＣＨ送信が、不確定のケースで異なるＡ
Ｐを選択している場合に、直交するＤＭＲＳを使用することで、異なる複数のセットにお
いてＥＰＤＣＣＨメッセージのＭＵ－ＭＩＭＯ（マルチユーザ多入力多出力）が可能にな
りうる。図１１（ｃ）及び図１１（ｄ）には、他の例が示されている。図１１（ｃ）には
、２つのＡＬ＝２送信が示されており、図１１（ｄ）には、ＡＬ＝４が示されている。こ
の場合には、可能性のある４つのＡＰ候補が存在し、１つが選択されなければならない。
オーバラップする複数のセットにおいて異なるＤＭＲＳポートを設定することによって、
ＭＵ－ＭＩＭＯ用のチャネル推定が改善されうる。
【００５５】
　図１１（ａ）、図１１（ｂ）、図１１（ｃ）及び図１１（ｄ）は、ＰＲＢペアの局所型
ＥＰＤＣＣＨ候補、及びＤＭＲＳへのそれらの関連付けの例を示している。各ＰＲＢペア
は、４つのｅＣＣＥ及び４つのＡＰを有する。
【００５６】
　第３の実施形態
　第３の実施形態によれば、ＤＭＲＳスクランブリング系列の初期化をＥＰＤＣＣＨセッ
トごとに独立して設定することによって、オーバラップする複数のＥＰＤＣＣＨセットの
基準信号間の干渉が低減／解決されうる。当該設定は、高レイヤのシグナリング（例えば
、ＵＥ固有ＲＲＣ設定）によって明示的であってもよいし、または（例えば、ＥＰＤＣＣ
ＨセットＩＤ、セット・インデックス、またはセット順序インデックスによって）黙示的
であってもよい。それ故に、異なる複数のＥＰＤＣＣＨセットは、異なるスクランブリン
グ初期化によって得ることが可能な異なるスクランブリング系列を有する。これにより、
非直交のＤＭＲＳが設定された、オーバラップする複数のＥＰＤＣＣＨセット間で、チャ
ネル推定プロセスにおいて干渉を抑圧することができないという問題が軽減／解決されう
る。異なるスクランブリング系列を用いることで、ＤＭＲＳは、準直交になりうるととも
に、それにより、チャネル推定プロセスにおいて干渉が抑圧されうる。
【００５７】
　システム図
　図１２～図１６は、本発明概念の実施形態が実装されうるネットワーク、基地局、及び
／または無線端末を示すブロック／概略図である。図１２及び図１６に示すように、無線
アクセスネットワーク６０は、それぞれのカバレッジエリア（セル）内の無線端末２００
に対してサービスを提供する、マクロ基地局１００及びピコ基地局１５０を含む。同図の
ように、ピコ基地局１５０は、マクロ基地局１００のより広いカバレッジエリアの範囲内
の、相対的に狭いカバレッジエリアに対して、サービス（上りリンク／下りリンク通信）
を提供する。また、マクロ基地局１００及びピコ基地局１５０は、ピコセルエリア１５０
ａを超えるピコセルレンジ拡張エリア１５０ｂ／１５０ｃをサポートしていてもよい。
【００５８】
　図１３に示すように、各無線端末２００は、例えば、プロセッサ２０１、送受信機２０
９、（複数の）アンテナ２１７、メモリ２１８、及びユーザインタフェース２２１を備え
る。無線端末２００の動作は、プロセッサ２０１が、メモリ２１８に格納されたコンピュ
ータプログラム命令に従って動作し、送受信機２０９及び（複数の）アンテナ２１７を介



(13) JP 6027685 B2 2016.11.16

10

20

30

40

50

して無線アクセスネットワーク６０と通信することによって、実行される。複数のアンテ
ナ２１７（例えば、アンテナアレイ）を設けることによって、無線端末２００は、無線ア
クセスネットワーク６０と無線端末２００との間の通信（例えば、下りリンク通信）に対
してダイバーシチ利得及び／または空間多重をもたらす多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信を
サポートしうる。
【００５９】
　図１４に示すように、マクロ基地局１００は、プロセッサ１０１、送受信機１０９、（
複数の）アンテナ１１７、及びメモリ１１８を備える。マクロ基地局１００の動作は、プ
ロセッサ１０１が、メモリ１１８に格納されたコンピュータプログラム命令に従って動作
し、送受信機１０９及び（複数の）アンテナ１１７を介して無線端末と通信することによ
って、実行される。複数のアンテナ１１７（例えば、アンテナアレイ）を設けることによ
って、マクロ基地局１００は、無線アクセスネットワーク６０と無線端末との間の通信（
例えば、下りリンク通信）に対してダイバーシチ利得及び／または空間多重をもたらす多
入力多出力（ＭＩＭＯ）通信をサポートしうる。
【００６０】
　図１５に示すように、ピコ基地局１５０は、プロセッサ１５１、送受信機１５９、（複
数の）アンテナ１５７、及びメモリ１５８を備える。ピコ基地局１５０の動作は、プロセ
ッサ１５１が、メモリ１５８に格納されたコンピュータプログラム命令に従って動作し、
送受信機１５９及び（複数の）アンテナ１５７を介して無線端末と通信することによって
、実行される。複数のアンテナ１５７（例えば、アンテナアレイ）を設けることによって
、ピコ基地局１５０は、無線アクセスネットワーク６０と無線端末との間の通信（例えば
、下りリンク通信）に対してダイバーシチ利得及び／または空間多重をもたらす多入力多
出力（ＭＩＭＯ）通信をサポートしうる。
【００６１】
　図１２に更に示すように、マクロ基地局１００とピコ基地局１５０との間の通信は、Ｘ
２及び／またはＳ１インタフェースでサポートされうる。また、コアネットワーク７０と
マクロ／ピコ基地局との間の通信は、Ｓ１インタフェースで提供されうる。
【００６２】
　フローチャート
　図１７は、無線端末２００と通信する無線アクセスネットワーク６０内の基地局１００
の動作を示すフローチャートである。ブロック１７０１で、基地局１００のプロセッサ１
０１は、送受信機１０９及び（複数の）アンテナ１１７を介してエア・インタフェース３
００で無線端末２００へ送信される制御チャネル・シグナリング（例えば、無線リソース
制御またはＲＲＣシグナリング）を使用して、無線端末２００に対して、それぞれ第１及
び第２のアンテナポート（ＡＰ）設定によって第１及び第２の制御チャネルセット（Ｓｅ
ｔ１及びＳｅｔ２）を設定する。第１及び第２の制御チャネルセット（Ｓｅｔ１及びＳｅ
ｔ２）は、第１及び第２の拡張物理下りリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）セット等の
第１及び第２の拡張制御チャネルセットであってもよい。
【００６３】
　ブロック１７０３で、プロセッサ１０１は、第１のアンテナポート設定に従って、第１
の基準信号（例えば、第１の復調基準信号または第１のＤＭＲＳ）を、送受信機１０９及
び（複数の）アンテナ１１７を介して無線端末２００へ送信し、また、プロセッサ１０１
は、第２のアンテナポート設定に従って、第２の基準信号（例えば、第２の復調基準信号
または第２のＤＭＲＳ）を、送受信機１０９及び（複数の）アンテナ１１７を介して無線
端末２００へ送信する。より具体的には、第１及び第２の基準信号は、異なるリソースエ
レメントを使用して送信されてもよい。
【００６４】
　ブロック１７０５で、プロセッサ１０１は、第１の制御チャネルセットを使用して、第
１の制御チャネルメッセージを、送受信機１０９及び（複数の）アンテナ１１７を介して
無線端末２００へ送信し、また、プロセッサ１０１は、第２の制御チャネルセットを使用
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して、第２の制御チャネルメッセージを、送受信機１０９及び（複数の）アンテナ１１７
を介して無線端末２００へ送信する。
【００６５】
　ブロック１７０１における、第１の制御チャネルセットの設定は、アンテナポートの第
１のペアを定める第１のアンテナポート設定によって、第１の分散型制御チャネルセット
（Ｓｅｔ１）を設定することを含んでもよく、第２の制御チャネルセットの設定は、アン
テナポートの第１のペアと異なる、アンテナポートの第２のペアを定める第２のアンテナ
ポート設定によって、第２の分散型制御チャネルセット（Ｓｅｔ２）を設定することを含
んでもよい。いくつかの実施形態によれば、第１及び第２の分散型制御チャネルセット（
Ｓｅｔ１及びＳｅｔ２）は、オーバラップしてもよい。
【００６６】
　アンテナポートの第１のペアは、例えば、第１及び第２のアンテナポートＡＰ１０７及
びＡＰ１０９を含んでもよく、アンテナポートの第２のペアは、第３及び第４のアンテナ
ポートＡＰ１０８及びＡＰ１１０を含んでもよく、第１、第２、第３及び第４のアンテナ
ポートは、全て異なるアンテナポートである。
【００６７】
　第１の分散型制御チャネルセット（Ｓｅｔ１）は、第１の複数の物理リソースブロック
に分散してもよく、第２の分散型制御チャネルセット（Ｓｅｔ２）は、第２の複数の物理
リソースブロックに分散してもよく、この場合、第２の複数の物理リソースブロックの少
なくとも１つのリソースブロックは、第１の複数の物理リソースブロックの少なくとも１
つのリソースブロックとオーバラップしている。
【００６８】
　また、ブロック１７０１の動作は、送受信機１０９及び（複数の）アンテナ１１７を介
して無線端末２００へ送信される制御チャネル・シグナリングを使用して、無線端末２０
０に対して、第１のアンテナポート設定によって第３の分散型制御チャネルセット（Ｓｅ
ｔ３）を設定することを含んでもよく、この場合、第１及び第２の分散型制御チャネルセ
ット（Ｓｅｔ１及びＳｅｔ３）はオーバラップしておらず、かつ、第２及び第３の分散型
制御チャネルセット（Ｓｅｔ２及びＳｅｔ３）はオーバラップしていない。ブロック１７
０３では、第１のアンテナポート設定に従って、第３の基準信号が、送受信機１０９及び
（複数の）アンテナ１１７を介して無線端末２００へ送信されてもよい。
【００６９】
　ブロック１７０１では、第１の制御チャネルセット（Ｓｅｔ１）の設定は、第１のアン
テナポートを定める第１のアンテナポート設定によって、第１の局所型制御チャネルセッ
トを設定することを含んでもよく、また、第２の制御チャネルセット（Ｓｅｔ２）の設定
は、第１のアンテナポートと異なる第２のアンテナポートを定める第２のアンテナポート
設定によって、第２の局所型制御チャネルセットを設定することを含んでもよい。また、
第１及び第２の局所型制御チャネルセット（Ｓｅｔ１及びＳｅｔ２）は、少なくとも部分
的にオーバラップしてもよいし、及び／または、第１及び第２の局所型制御チャネルセッ
ト（Ｓｅｔ１及びＳｅｔ２）は、単一の物理リソースブロック・ペアを使用してもよい。
【００７０】
　第１の局所型制御チャネルセット（Ｓｅｔ１）は、物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペ
アの第１及び第２の制御チャネルエレメントｅＣＣＥ０及びｅＣＣＥ１を使用してもよく
、第２の局所型制御チャネルセット（Ｓｅｔ２）は、物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペ
アの第１及び第２の制御チャネルエレメントｅＣＣＥ０及びｅＣＣＥ１を使用してもよい
。
【００７１】
　図１８は、無線アクセスネットワーク６０内の基地局１００と通信する無線端末２００
の示すフローチャートである。ブロック１８０１で、プロセッサ２０１は、（複数の）ア
ンテナ２１７及び送受信機２０９を介して（ブロック１７０１に関して上述したように）
無線アクセスネットワーク６０から受信される制御チャネル・シグナリング（例えば、無
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線リソース制御シグナリングまたはＲＲＣシグナリング）に応じて、無線端末２００に対
して、それぞれ第１及び第２のアンテナポート（ＡＰ）設定によって第１及び第２の制御
チャネルセット（Ｓｅｔ１及びＳｅｔ２）を設定する。第１及び第２の制御チャネルセッ
ト（Ｓｅｔ１及びＳｅｔ２）は、第１及び第２の拡張物理下りリンク制御チャネル（ＥＰ
ＤＣＣＨ）セット等の第１及び第２の拡張制御チャネルセットであってもよい。
【００７２】
　ブロック１８０３で、プロセッサ２０１は、第１のアンテナポート設定に従って、第１
の基準信号を、（複数の）アンテナ２１７及び送受信機２０９を介して無線アクセスネッ
トワーク６０から受信し、また、プロセッサ２０１は、第２のアンテナポート設定に従っ
て、第２の基準信号を、（複数の）アンテナ２１７及び送受信機２０９を介して無線アク
セスネットワーク６０から受信する。第１及び第２の基準信号は、異なるリソースエレメ
ントを使用して受信されてもよいし、及び／または、第１及び第２の基準信号は、第１及
び第２の復調基準信号（ＤＭＲＳ）であってもよい。
【００７３】
　ブロック１８０５で、プロセッサ２０１は、第１の制御チャネルセットを使用して、第
１の制御チャネルメッセージを、無線アクセスネットワーク６０から受信し、また、プロ
セッサ２０１は、第２の制御チャネルセットを使用して、第２の制御チャネルメッセージ
を、無線アクセスネットワーク６０から受信する。
【００７４】
　ブロック１８０１では、第１の制御チャネルセットの設定は、アンテナポートの第１の
ペアを定める第１のアンテナポート設定によって、第１の分散型制御チャネルセット（Ｓ
ｅｔ１）を設定することを含んでもよく、第２の制御チャネルセットの設定は、アンテナ
ポートの第１のペアと異なる、アンテナポートの第２のペアを定める第２のアンテナポー
ト設定によって、第２の分散型制御チャネルセット（Ｓｅｔ２）を設定することを含んで
もよい。いくつかの実施形態によれば、第１及び第２の分散型制御チャネルセット（Ｓｅ
ｔ１及びＳｅｔ２）は、オーバラップしてもよい。
【００７５】
　アンテナポートの第１のペアは、第１及び第２のアンテナポートＡＰ１０７及びＡＰ１
０９を含んでもよく、アンテナポートの第２のペアは、第３及び第４のアンテナポートＡ
Ｐ１０８及びＡＰ１１０を含んでもよく、第１、第２、第３及び第４のアンテナポートは
、全て異なるアンテナポートであってもよい。
【００７６】
　第１の分散型制御チャネルセット（Ｓｅｔ１）は、第１の複数の物理リソースブロック
に分散してもよく、第２の分散型制御チャネルセット（Ｓｅｔ２）は、第２の複数の物理
リソースブロックに分散してもよく、この場合、第２の複数の物理リソースブロックの少
なくとも１つのリソースブロックは、第１の複数の物理リソースブロックの少なくとも１
つのリソースブロックとオーバラップしている。
【００７７】
　また、ブロック１８０１の動作は、アンテナ２１７及び送受信機２０９を介して無線ア
クセスネットワーク６０から受信される制御チャネル・シグナリングに応じて、第１のア
ンテナポート設定によって第３の分散型制御チャネルセット（Ｓｅｔ３）を設定すること
を含んでもよく、この場合、第１及び第２の分散型制御チャネルセット（Ｓｅｔ１及びＳ
ｅｔ３）はオーバラップしておらず、かつ、第２及び第３の分散型制御チャネルセット（
Ｓｅｔ２及びＳｅｔ３）はオーバラップしていない。ブロック１８０３では、第３の基準
信号が、第１のアンテナポート設定に従って、アンテナ２１７及び送受信機２０９を介し
て無線アクセスネットワーク６０から受信されてもよい。
【００７８】
　ブロック１８０１では、第１の制御チャネルセット（Ｓｅｔ１）の設定は、第１のアン
テナポートを定める第１のアンテナポート設定によって、第１の局所型制御チャネルセッ
トを設定することを含んでもよく、また、第２の制御チャネルセット（Ｓｅｔ２）の設定
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は、第１のアンテナポートと異なる第２のアンテナポートを定める第２のアンテナポート
設定によって、第２の局所型制御チャネルセットを設定することを含んでもよい。いくつ
かの実施形態によれば、第１及び第２の局所型制御チャネルセット（Ｓｅｔ１及びＳｅｔ
２）は、少なくとも部分的にオーバラップしてもよい。
【００７９】
　また、第１及び第２の局所型制御チャネルセット（Ｓｅｔ１及びＳｅｔ２）は、単一の
物理リソースブロック・ペアを使用してもよい。
【００８０】
　第１の局所型制御チャネルセット（Ｓｅｔ１）は、物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペ
アの第１及び第２の制御チャネルエレメントｅＣＣＥ０及びｅＣＣＥ１を使用してもよく
、第２の局所型制御チャネルセット（Ｓｅｔ２）は、物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペ
アの第１及び第２の制御チャネルエレメントｅＣＣＥ０及びｅＣＣＥ１を使用してもよい
。
【００８１】
　いくつかの実施形態の効果
　このように、本明細書で説明した実施形態は、ＰＲＢペア等のオーバラップする無線リ
ソースが複数のＥＰＤＣＣＨセットに設定される場合にチャネル推定を改善するための方
法、構成、及び／または手段を提供できる。本明細書で説明した実施形態は、更に、ＥＰ
ＤＣＣＨメッセージ用の直交するＤＭＲＳに基づく復調を行うＭＵ－ＭＩＭＯを利用する
ための方法を提供しながら、局所型ＥＰＤＣＣＨメッセージが、複数のアグリゲーション
されたｅＣＣＥを含む場合のＤＭＲＳの不確定性に関連する問題を軽減／解決できる。
【００８２】
　略語
　ＵＥ　　　　　　ユーザ装置（User Equipment）
　ＲＳ　　　　　　基準シンボル（Reference Symbols）
　ＲＢ　　　　　　リソースブロック（Resource Block）
　ＰＲＢ　　　　　物理リソースブロック（Physical Resource Block）
　ＡＰ　　　　　　アンテナポート（Antenna Port）
　ＡＬ　　　　　　アグリゲーションレベル（Aggregation Level）
　ＣＣＥ　　　　　制御チャネルエレメント（Control Channel Element）
　ｅＮＢ　　　　　進化型ノードＢ（evolved Node B）
　ＲＢＧ　　　　　リソースブロック・グループ（Resource Block Group）
　ＲＥＧ　　　　　リソースエレメント・グループ（Resource Element Group）
　ｅＲＥＧ　　　　拡張ＲＥＧ（enhanced REG）
　ｅＣＣＥ　　　　拡張ＣＣＥ（enhanced CCE）
　ＣＲＥ　　　　　セルレンジ拡張（Cell-Range expansion）
　ｅＩＣＩＣ　　　拡張セル間干渉調整（enhanced Inter-Cell Interference Coordinat
ion）
　ｆＩＣＩＣ　　　周波数領域セル間干渉調整（frequency domain Inter-Cell Interfer
ence Coordination）
　ＣｏＭＰ　　　　協調マルチポイント（Coordinated Multi Point）
　ＲＲＣ　　　　　無線リソース制御（Radio Resource Control）
　ＭＩＭＯ　　　　多入力他出力（Multiple Input Multiple Output）
　ＭＵ－ＭＩＭＯ　マルチユーザＭＩＭＯ（Multi-User MIMO）
　ＤＭＢＳ　　　　復調基準信号（De-Modulation Reference Signal）
　ＰＤＣＣＨ　　　物理下りリンク制御チャネル（Physical Downlink Control Channel
）
　ＥＰＤＣＣＨ　　拡張ＰＤＣＣＨ（Enhanced PDCCH）
　ＰＤＳＣＨ　　　物理下りリンク共有チャネル（Physical Downlink Shared Channel）
　ＲＥ　　　　　　リソースエレメント（Resource Element）
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　ＲＮＴＩ　　　　無線ネットワーク一時識別子（Radio-Network Temporary Identifier
）
　３ＧＰＰ　　　　第３世代パートナシップ・プロジェクト
　ＬＴＥ　　　　　ロング・ターム・エボリューション
【００８３】
　他の定義：
　要素（エレメント）が、他の要素に「接続された」、「結合された」、「応答して」ま
たはそれらの変形として称された場合、当該要素は、当該他の要素に直接的に接続、結合
または応答していてもよいし、１つ以上の介在要素が存在してもよい。一方、要素（エレ
メント）が、他の要素に「直接接続された」、「直接結合された」、「直接応答して」ま
たはそれらの変形として称された場合、介在要素は存在しない。同様の数字は、全体を通
して同様のノード／要素を参照する。更に、本明細書で使用する「接続された」、「結合
された」、「応答して」またはそれらの変形は、無線で接続された、結合された、または
応答したことを含んでもよい。本明細書で使用する場合、内容が明らかにそれ以外を示さ
ない限り、単数形「１つの」は複数形を同様に含むことが意図されている。周知の機能及
び構成については、簡潔性及び／または明確性を目的として、あまり詳細に記載されてい
ない可能性がある。用語「及び／または」、省略形「／」は、列挙された関連する項目の
うちの１つ以上についてのあらゆるコンビネーションを含む。
【００８４】
　本明細書で使用する場合、用語「備える」、「含む」、「有する」またはそれらの変形
は非限定的であり、１つ以上の記載された特徴、数字、ノード、ステップ、構成要素また
は機能を含むが、１つ以上の他の特徴、数字、ノード、ステップ、構成要素、機能または
それらの集合の存在または追加を除外しない。更に、本明細書で使用する場合、ラテン語
フレーズの「例えば（exempli gratia）」から派生する通常の略語「例えば（e.g.）」は
、それまでに言及した事項の一般的な例を導入または特定するために使用されるうるので
あり、そのような事項を限定することは意図されていない。ラテン語フレーズの「即ち（
id est）」から派生する通常の略語「即ち（i.e.）」は、より一般的な記載から具体的な
事項を特定するために使用されうる。
【００８５】
　種々の要素／動作を説明するために第１、第２、第３等の用語を本明細書で使用してい
るが、これらの要素／動作はそれらの用語により限定されてはならないことが理解されよ
う。これらの用語は、１つの要素／動作と別の要素／動作とを区別するために使用される
にすぎない。したがって、本発明概念の教示から逸脱することなく、いくつかの実施形態
における第１の要素／動作が他の実施形態において第２の要素／動作と呼ばれてもよい。
本明細書では、同一の図中符号または同一の参照記号は同一または同様の要素を示す。
【００８６】
　本明細書では、コンピュータにより実現される方法、装置（システム及び／またはデバ
イス）及び／またはコンピュータプログラムのブロック図及び／またはフローチャートを
参照して、実施形態を説明している。ブロック図及び／またはフローチャートのブロック
及びそのようなブロックの組み合わせは、１つ以上のコンピュータ回路により実行される
コンピュータプログラム命令により実現可能であることが理解される。これらのコンピュ
ータプログラム命令は、コンピュータ及び／または他のプログラム可能データ処理装置の
プロセッサを介して実行する命令が、トランジスタ、記憶場所に格納された値及びそのよ
うな回路内の他のハードウェア構成要素を変化及び制御することで、ブロック図及び／ま
たはフローチャートのブロックにおいて特定された機能／動作を実現し、その結果として
、ブロック図及び／またはフローチャートのブロックにおいて特定された機能／動作を実
現する手段（機能）及び／または構成を生成するようにマシンを形成する、汎用コンピュ
ータ回路、専用コンピュータ回路及び／または他のプログラム可能データ処理回路のプロ
セッサ回路に提供されてもよい。
【００８７】
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　上記のコンピュータプログラム命令は、コンピュータ可読媒体に格納された命令がブロ
ック図及び／またはフローチャートのブロックにおいて特定された機能／動作を実現する
命令を含む製品を形成するように、コンピュータまたは他のプログラム可能データ処理装
置を特定の方法で機能させることが可能な有形のコンピュータ可読媒体に格納されてもよ
い。
【００８８】
　有形の非一時的なコンピュータ可読媒体は、電子、磁気、光学、電磁、または半導体の
データ記憶システム、装置またはデバイスを含んでもよい。コンピュータ可読媒体のより
具体的な例には、以下のもの、ポータブル・コンピュータ・ディスケット、ランダム・ア
クセス・メモリ（ＲＡＭ）回路、リード・オンリー・メモリ（ＲＯＭ）回路、消去可能プ
ログラマブル・リード・オンリー・メモリ（ＥＰＲＯＭまたはフラッシュメモリ）回路、
ポータブル・コンパクト・ディスク・リード・オンリー・メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、及び
ポータブル・ディジタル・ビデオ・ディスク・リード・オンリー・メモリ（ＤＶＤ／Ｂｌ
ｕｅＲａｙ）、が含まれよう。
【００８９】
　コンピュータプログラム命令は、コンピュータ及び／または他のプログラム可能データ
処理装置上で実行される命令が、ブロック図及び／またはフローチャートのブロックにお
いて特定された機能／動作を実現するためのステップを提供するように、コンピュータで
実現されるプロセスを生成するために、一連の動作ステップが当該コンピュータ及び／ま
たは他のプログラム可能データ処理装置上で実行されるよう、コンピュータ及び／または
他のプログラム可能データ処理装置に読み込まれてもよい。したがって、本発明概念の実
施形態は、まとめて「回路」または「モジュール」と呼ばれるデジタル信号プロセッサ等
のプロセッサ上で動作するハードウェア及び／またはソフトウェア（ファームウェア、常
駐ソフトウェア、マイクロコード等を含む）で実現されてもよい。
【００９０】
　なお、いくつかの代替の実現例において、ブロックに示される機能／動作は、フローチ
ャートに示す順序と異なる順序で実行されてもよい。例えば連続して示される２つのブロ
ックは、関係する機能／動作に応じて、実際はほぼ同時に実行されてもよく、あるいは、
場合によっては逆の順序で実行されてもよい。更に、フローチャート及び／またはブロッ
ク図の所定のブロックの機能は、複数のブロックに分離されてもよく、及び／または、フ
ローチャート及び／またはブロック図の２つ以上のブロックの機能は、少なくとも部分的
に組み合わされてもよい。最後に、示されるブロックの間に他のブロックが追加／挿入さ
れてもよい。更に、いくつかの図は、通信の主要な方向を示すための通信パス上に矢印を
含むが、通信は示される矢印と逆の方向で行われてもよいことが理解されるべきである。
【００９１】
　本明細書では、上記の説明及び図面に関連して、多くの種々の実施形態について説明し
てきた。これらの実施形態のあらゆるコンビネーション及びサブコンビネーションをその
まま説明すると、過度に反復的、かつ、分かりにくくなることが理解されよう。したがっ
て、図面を含む、本明細書は、種々のコンビネーション及びサブコンビネーションの例に
ついての完全な記述と、それらを実行及び使用する方法及びプロセスについての完全な記
述とを構成するものと解釈されなければならず、また、そのようなあらゆるコンビネーシ
ョンまたはサブコンビネーションに対する請求項をサポートしているはずである。
【００９２】
　本発明概念の実施形態に係る他のネットワークエレメント、通信デバイス及び／または
方法は、本願の図面及び明細書を見直すことによって当業者には明らかであるか、明らか
になる。そのようなあらゆる追加的なネットワークエレメント、通信デバイス及び／また
は方法が、この明細書に含まれること及び本発明概念の範囲内のものであることが意図さ
れている。更に、本明細書で開示した全ての実施形態は、個別に、またはあらゆる方法及
び／またはコンビネーションで組み合わせて実現可能であることが意図されている。
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